
のどかな 田園 風景 を歩 く

包

や
ま

べ

み
ち

山
の
辺
の
道

奈
良
県

天
理
市
～
桜
井

▲
コ
ー

ス
の

特

徴

4 る

万
葉
集
な
ど
に
登
場
す
る
地
名
や
旧
跡
を
訪
ね
な
が
ら

轡一神話や舌代 ロマンが

溢れ て い る 道 で あ

る。田舎 のあぜ道風

の場所や雑木林 の中

を歩 い た り す る が 、

それ が ま た気 分 を和

やか に して くれ るの

であ る 。

魅力満喫廣

展望快適度

森
林
浴
度

自然観寮度

イマ
オイ
ンナ 1
度ス

コースデータ

t 徒 歩総時間……・…‥3 時間

■楽 しめ る期 間・・… …・通 年

■オ ス ス メの 季 節 ‥…・秋 気 配 の 1 1月 、 冬枯 れ の 12 ～2 月

垂墨筆里些 琴．

天理 市 トレイル センター 今 回紹 介 するコースの 出 発 点 となる。

山の辺 の道 の情 報を提供 。無料 休憩所、トイレ、駐車場もある。

今回 の コースの地 図 も入 手 可 能 である。℡rO 743 －6 7 －3 8 10

今

回

紹

介

す

る

の

は

、

山

の
辺

の
道

の

お

お

み
わ

一
部
、
崇
神
天
皇
陵

か
ら
大

神
神
社
ま

で

で
あ
る
。
時
間

に
余
裕

の
あ

る
人

は
、
す

べ

て

の
行
程

を

歩

く

の
も

い

い
だ

ろ
う

。

山

の
辺

の
道
は
、
遥

か
彼
方

の
大
陸
と

の
間
を
人
や
物
が
行
き
来
し

た
痕
跡

の
残

る
道

で
あ
る
。
大
陸
か
ら
海
を
渡

っ
て
き

た
船
は
、
瀬
戸
内
海
を
経

て
、
現
在

の
堺

や
大
阪
湾
近
く

の
港

に
到
着
す

る
。
そ

の

後

、
水

運
を
利
用
し

て
大
和

川
を

遡

っ
て

き

た
。
現
在

の
桜
井
市

の
郊
外
を

流
れ
る

大
和

川

の
河
川
敷

に
は
、
水
運

に
よ
る
物

流

の
最
終

到
着
地
を
示
す
標
識

が
あ
る
。

そ
こ
で
船
か
ら
荷
揚
げ
を

し
、
人
馬

に
よ

る
陸
運
に
よ

っ
て
大
和
朝
廷

の
あ

る
奈
良

盆

地

へ
と
運
ば
れ
た
。

そ
れ
が
日
本
最
古

の
道

・

山

の
辺

の
道

な

の

で
あ

る

。

よ

っ

て
、
こ

の
道

は
奈
良
盆
地

の
東
側

に
あ

る

山

裾

を

通
過

し

て

い
る

。

崇
神

天
皇

陵
か
ら
景
行

天
皇

陵
ま
で
の

労

道

の
り

は

、
の
ど

か

な

田

舎

道

で
あ

る

。
景

行
天
皇
陵
か
ら
桧
原
神
社
ま
で
は
、
農
家
が

点
在

し
た
り
、
野
菜
畑
の
間
を
ぬ
け
た
り
す

る
が
、
基
本
的
に
平
坦
な
道
の
り
で
あ
る
。

鳥

居

の
原

型

で
あ

る

「

三

ツ
鳥

居

」

が

お

お
み

わ

立

つ
桧
原
神
社

は
大
神
神
社

の
摂
社

で
元

伊

勢

と

称

さ

れ

て

い
る
。

こ

こ

か
ら

西

方

向

を

眺

め

る

と

、
柿

畑

が
緩

や

か

な

ス

ロ

ー

プ

の

丘

陵

地

帯

に

広

が

っ
て

い
て

、
遥

か
遠

く

に

は

二
上

山

を

望

む

こ
と

が

で

き

遠く に大和 ≡ 山な どを望 む

巻向山龍三 山

理市

至轡

至桜 井

の碑＼川端康

相撲神社

＼皇陵

景行天皇陵

ほろば線（桜井線 ）

巻向駅 三輪駅

芸レセギ ‾

崇：

」R

J R 万葉 まほろば線柳本駅 が最寄 りの駅【 アクセス】

【 問 い 合 わ せ 先 】 天 理 市 トレ イル セ ン タ ー

℡0743－67－3810
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虹

（ 上）石畳の道が美しい（左下）大神神社（右下）桧原神社

る
。
こ

の
柿

畑
付

近
か
ら

の
夕
暮

れ
時

の

風

景

は

、
見

る
者

を

古

代

ロ

マ
ン

の
世

界

へ
と

誘

っ
て
く

れ

る

。

桧
原
神
社

か
ら
は
、
雑
木
林

の
傍
を
抜

け

る
細

い
石
畳

の
道

や
竹
林

の
中
を
静
か

な
小
道

が
続
く

。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

で
、
葛

城
山

の
雄
姿

や
大

和
≡
山

の
優
美

な
姿

も

顔
を
出

し
て
く

れ
る
。

さ

い

し

ぜ
ノ
め

狭
井
神
社
ま

で
来

る
と
、
鎮
女

他

の
ほ

と
り

に
三
島
由
紀
夫

の
直
筆

に
よ
る

「
清

明
」

の
石
碑

が
あ

る
。
神
社

境
内

に
あ
る

薬
井
戸
で
は
、
ご
神
水
で
喉
を
潤
し
た

い
。

狭
井
神
社
か

ら
は
幅
広

の
参

道
筋

が
大
神

神

社

ま

で

つ
な

が

っ
て

い
る

。

大
神
神
社

は
、
酒

の
神
様

で
あ
る
と
同

時

に
、

日
本
最
古

の
神
社

と
し
て
多

く

の

参
拝
者
が
訪

れ
て

い
る
。
本

殿
は
な
く
、

ご
神
体

は
、
背
後

に
あ

る
三
輪
山
そ

の
も

の
な

の
で
あ

る
。
大
神
神
社

を
終

了
地
点

と

し

て
も

い

い
が

、
平

等

寺

や
金

屋

の
石

仏
な
ど
を
巡
り
な

が
ら

、
桜

井
駅
ま
で
歩

く
こ
と
も
可
能

で
あ

る
。

4 8

（ 上）三島由紀夫も訪れた狭井神社

（ 下 ）三 輪は そ うめん ど ころ

1 4 9

山 の辺の道 を歩 く際の宿泊先 と して推 薦 し

たい。桜井 駅か ら徒 歩3 分 の距離 にあ る。創

業は明治時 代とい うか ら驚き である。 犬養毅

首相 もお気 に入 りだ ったそ うで、首相 直筆の

吾が残され てもい る。明治 か ら大正の レ トロ

な構 造を J言＼んだん に見る こともでき 、さ らに

いいのは 、経営者 ご夫妻の 「手作 り感 」伝 わ

るもてな しであ る。古さだ けを売 りに して い

るので はな く、 インターネ ッ トな どを活用 し

て周辺の 季節の話 題なども提供 している。

山の辺の道は最終的に桜井市で終了するので、

まず この 宿に荷 物を置か せても らい、公共 交

通機関 を使 って 歩き始め のポイ ン トまで移 動

する。 そ して 、手荷物 だけでゆ った りと、そ

しての んび りと古代の ロマンの世界 に身 を浸

しな が ら歩 き 、 そ し て こ の 宿 に 帰 っ て く る 。

日本最 古の道 を歩い た後 に明治・大 正の 香 り

の漂 う和風旅館 で過 ごすひ と夜 は、旅の 思い

出の 密度を よ り一層 、濃 くしてくれる ことだ

ろう。翌 日はこの宿 を拠点 と して、大化 の改

新の 舞台 ともな った談山神社 や、十一面 観音

像で有名な聖林寺を訪れることをお奨め したい。

皆花楼 奈良県桜井市桜井2 0 2

℡0 7 4 4 －4 2 －2 0 1 6

三
輪
山
参
拝
登
山

三
輪

山

に

は
参

拝

を

目

的

と

し

て
登

山

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

標

高

4
6

7

m
の
美

し

い
円

錐

形

の
山

で

あ

る

。
登

る

た

め

に

は

、
ま
ず

狭

井

神

社
境

内

で
登

拝

申
請

が

必

要

で

あ

り
、

ま

た
午

後

2
時

以
降

の
入

山

は

で
き

な

い
。
頂

上

ま

で
の
往

復

で
約

2
時
間

の
行

程

で
あ

る
。

三輪山 の森 （入 り口にて ）


